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I Ba- 5 家政学と生活科学

　　　　　　　　　　　　　お茶女大生活　　　富田　守

目的　家政学に関する学部学科改組やカリキュラム改正により、生活科学の名称につい

ての論議が家政学原論部会でも高まってきた。　社会における学問の確立という視点か

ら、生活科学を検討し、家政学と比較考察することを目的とする。

方法　家政学原論部会会報および著書等を参考にしながら考えを整理する。

結果　社会における学問として、家政学はかなり確立の度を強めてきているが、生活科

学についてはまだかなり不充分である。

　また、家政学と生活科学の名称の学問論的関係については、両者が同じであるとする

考え､と、同じでないとする考えに分けた場合、後者のほうが妥当であり、また、後者の

なかでも、家政学と生活科学がまったく別であるとか家政学のなかに自然科学中心の生

活科学が含まれると考えるよりも、生活科学のなかに家政学が包含されるという考え方

のほうがより妥当であると考えられる。
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経済開発の中での食料の生産と消費におけるジェンダー関係の変動

　‐第１報　食料の生産と消費プロセスへのWI D視点の導入一

昭和女大（院）○梶謡子　　昭和女大・女文研　伊藤セツ

〔目的〕女性と食料の関わりは、その生産と消費のプロセスにおいて男性より密接であ

るといわれてきた。食料の生産は、経済開発にともなって農業から食品加工業へ、その消

費は家事労働から外部化された産業へと重点を移す。その経済開発が、女性の食料の生産

と消費の関わりにどのような影響を与えるかを、家政学・生活科学にW I D(Ho･en in

Develop･ent)視点を導入し、ジェンダー関係の変動を実証することによって明らかにする。

　C方法〕IFHE機関誌、開発と女性あるいは、女性と食料に関わる先行研究・文献の検索、

労働力・生活時間統計の細分類をFood Cycleの各段階の区分にあてはめ、考察する。

〔結果〕家政学一生活科学にWI D視

点を導入することは、1980年代からの試

みであった。食料の生産と消費過程をジ

ェンダー関係の変化からみるという視点

は、家政学・生活科学研究に新しい切り

口を与える。左図は食料に関する人間の

活動を体系化したものであるが、この全

過程で女性は様々な側面から重要な役割
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を果たしている。しかし、社会的背景を伴う階級、ジェンダー関係から、今なお女性の経

済活動一家事労働に対する評価は低く、不払い労働・インフォーマルな労働が多い。こう

した問題の研究は家政学・生活科学の今後の重大な課題の一つである。
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